第１章　自然環境

　羽合町の位置・面積・地形等の概況については第６編第１章羽合町の概況に述べている。

第１節　地形・地質

１　天神川下流域の地形

（１）羽合町の山地と平野

山　　地
　三徳山の北方から日本海にかけて山々は、徐々に高度が低下して、平滑な面や、中起伏、低起伏の山地と山ろくとなっている。鉢伏山（標高５１４メートル）高原面は標高３００メートルから４００メートル、御冠山（標高１８６メートル）高原面は１５０メートル内外、馬ノ山や大平山は、１００メートル前後の高原面EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（１）),であ)る。

　鉢伏山、御冠山から馬ノ山、大平山（田後山）の山頂は広い平坦な溶岩台地である。

倉吉平野
　新生代第４紀は、氷河の時代とさえいわれおおまかにいって、氷期は４つの群にまとめられる。したがって間氷期も４つとされている。


　特に第４氷期の海面低下は著しく、ときには１００メートルにおよび、氷河によって深く刻まれた谷の底が、第４間氷期に海面が上昇したため、堆積物に埋められた倉吉平野は、沖積世（約１万年前）に至ってかたちづくられたものである。


　すなわち、縄文海進によって、平野の内部まで海水が進入したが、その後海退がはじまり、水面下に堆積していた粘土層や砂礫層は、地表に姿を現わしていった。そうして天神川の水は上流からの土砂を堆積してつくった扇状地を、おおいかぶさるような状況で倉吉平野は拡がっていったと思われる。その当時の天神川は流路が安定していないので、平野を自由に流れ、いわゆる氾濫原であったと考える。また運搬された土砂が、平野で流速を失って川のふちに堆積しては、自然堤防をつくり、この自然堤防の外側には、後背低湿地をつくり、またしばらくして洪水がおこると流路は変わり、いままでの低地が川の主流になるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（２）),とい)うふうに、複雑な過程を経て現在の倉吉平野（羽合平野も含む）が形成されてきたものである。
三　角　州
　天神川下流の小田付近を頂点にして狭い三角州が右岸の海田・福庭・清谷・田後南部に広がっているのが見られる。左岸には、下古川・新田・中江・大塚・江北の南部・穴窪・土下・田井・弓原にわたる広大な三角州を形成してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（３）),いる)。
